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様式第４号（第 11項関係）  

 

   西脇市審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  令和３年度第１回西脇市こどもプラザ運営委員会  

開催日時  令和３年８月４日（水）  

午後２時～３時 30分  

開催場所  西脇市茜が丘複合施設 Miraie 会議室１  

出 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

田邉委員、伊達委員、藤原（進）委員、  

藤原（浩）委員、萬浪委員、橋本委員、  

竹内委員、前田委員、高瀬委員  

（選出区分別 50音順）  

欠 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

―  

出 席 職 員 の 職 ・ 氏

名又は人数  

片山市長、筒井部長、赤松施設長、松本所 長、  

藤井  

公開・非公開の別  公開  

非公開の理由  ―  

 

傍聴人の数  ０人  

議題又は協議事項  １  こどもプラザの利用状況について  

２  令和２年度事業実績報告について  

３  令和３年度事業実施計画について  

４  こどもプラザの運営について（意見交換）  

会議の記録（概要）  

発言者   

○開会  

 

○市長あいさつ  

 

○委員委嘱  

 市長から委員に委嘱状を交付  

 

○新委員あいさつ  

 

○委員会成立の報告  

委員９名の出席により委員会成立の報告  

 

事務局  

 

市長  

 

 

 

 

 

 

事務局  
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委員長  

 

 

 

事務局  

 

委員長  

 

 

事務局  

 

委員長  

 

 

事務局  

 

委員長  

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

○傍聴者について  

 傍聴者なしの報告  

 

○議事  

 議事１、こどもプラザの利用状況について、事務局か

ら説明をお願いする。  

 

○会議資料１に基づき、事務局から説明  

 

 議事２、令和２年度事業実績報告について、事務局か

ら説明をお願いする。  

 

○会議資料２に基づき、事務局から説明  

 

 議事３、令和３年度事業実施計画について、事務局か

ら説明をお願いする。  

 

○会議資料３に基づき、事務局から説明  

 

議事４、こどもプラザの運営について意見交換をして

いきたい。議事１から３も含め、何か意見等はないか。  

  

 コロナ禍で、今現在も、何が正解かわからない大変な

時期が続いている。園では昨年は６月から親子教室を再

開した。参加が大変多く、子育て中のお母さんはストレ

スを抱えているのだと感じた。昨年はこども食堂をやめ

ていたが、今年は声をかけると参加が非常に多かった。

ストレスを抱えているお母さんに対して、これからどの

ように支援していくのか。また、マスク着用で表情が見

えにくい中、どのようにして言葉を育み、子どもと共感

するのか、感染対策と併せ、保育現場は非常に悩んでい

る。  

市の組織や他の組織ともうまく連携しながら、できて

いることばかりを伝え合うのではなく、できていないと

ころを伝え、漏れているところを連携し合い、支援でき

たらと思う。  

 

 それぞれの立場から、難しいところや取り組みなどが
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委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あると思うが、教育現場はどうか。  

 

 昨年は本当に大変だった。４、５月は休校で、６月か

ら学校が始まったので夏休みを削って勉強し、何とか３

月までに１年分の学習をすべて終えることができた。限

られた少ない時間の中でやり遂げたことは職員の自信に

つながった。ただ、昨年と今年の２年間、水泳はできて

いない。小学校は２年生までが児童の膝までの浅い小プ

ールで、３年生以上が腰以上の深い大プールに入る。今

の２年生や３年生は、小プールの経験がほとんどないま

ま、来年の水泳の時間には、いきなり大プールに入るこ

とになる。小プールで恐怖心を無くし、安全に遊ぶ経験

を積んだ後、大プールに入るが、段階を踏まないという

ことは大変怖いことだと感じる。  

 また、行事の実施については、コロナの感染状況には

波があるので、それを読みながら谷間を探り、そこに行

事等を入れていくことが必要だとわかった。自然学校は

６月の最初に予定していたが、緊急事態宣言が出たので

１ヵ月程度遅らせて７月 17日に組み直し、何とか実施す

ることができた。こどもプラザの行事も谷間をうまく使

われればと思う。  

 

 確かにコロナには波がある。そこを予測しながら行事

を進めていくことが必要になってくるのかもしれない。

水泳ができていないことや小プールから大プールへの移

行など、言われて初めて気づいたことであった。  

 

 昨年度、４、５月の休園中は週１回、手紙や配布物を

園児の自宅ポストに届けるポストインを実施し、園児は

６月からの登園となった。例年の４月始まりの子どもた

ちとは様子が違ったが、子どもたちは集団の中で徐々に

遊べるようになった。  

 しかし、職員や保護者はコロナという未知の怖さに何

をどうしたらいいのかわからず、行事をすべて中止にす

ることしかできなかった。その経験を踏まえて、ＰＴＡ

の方にもご意見をいただき、この行事はできたのではな

いか、この方法ならできたのではないかと検討しながら

今年度の計画を立てている。参観日もできず、園での子
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事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どもの様子や教育方針が保護者に見えにくかった反省点

を踏まえ、今年度は参観日など見える化を図っていきた

いと考えている。  

 コロナ禍で事業の延期や中止が続く中、こどもプラザ

のニーズや保護者がどこにストレスを感じているのかな

ど、絶対に外せない必要な事業が見えてきているのでは

ないか。どこにピンポイントを当てているのかを聞きた

い。  

 もう一点、「ぴよぴよのつどい」の具体的な内容を教

えてほしい。  

 

 こどもプラザは、子どもの健やかな成長と保護者の学

びやつながりを目指している。イベントや教室を実施す

る時も、孤立しているお母さんがいないよう心掛けてい

る。事業等での参加人数によって密になることも多く、

中止する事業もあったが、今後は未就学の親子が参加す

る事業は広い場所を確保しながら、できるだけ実施した

いと考えている。休館中には懇談を実施し、子育ての様

子やお母さんの特技なども聞かせてもらった。外へ出た

いが、コロナ禍で躊躇している方もあるので、こちらか

ら出かけて行ったり、ドライブスルーで来ていただくな

どしながら、出会う機会を多く持った。  

館内で実施していた大きなイベントは、屋外で実施す

るようにし、親子で学びながら楽しんでもらえるように

している。小中高校生対象事業が少なく、利用も減って

きているが、夏休み期間中は様々な体験教室を計画して

いる。  

 「ぴよぴよのつどい」については、赤ちゃんというよ

りお母さんにリラックスしてもらうことが目的である。

生後２週間の赤ちゃんや退院後間もない生後７日の赤ち

ゃんを連れて来館される方もあった。１人の赤ちゃんに

関わる大人が少ないので、お母さんにかかる負担が大き

いのではないかと感じる。つどいでは、参加者同士で面

白かったことやしんどかったことなどを話しながら、共

感し合う時間を設けている。また、赤ちゃんの成長記録

となる足型や職員のメッセージなどを入れた６ヵ月まで

の成長記録ブックも渡しており、大変喜ばれている。  
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委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員  

 

事務局  

 

委員  

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 学校は限られた人の来校であるし、コロナに関しての

後追いができる。市内４校で実施した総体では、検温を

し、記録をとって１ヵ月保管し、何もなければ消去とい

う形をとっている。市内限定とはいえ、いろいろな方が

来られ、感染の経路を追わなければならない時がある。

中学校は保護者が陽性になった場合、どこで誰と会って

いたかなど、子どもの２日前からの行動を追い、保健所

に提出しなければならない。みらいえでは、いつ、誰が

来館したのか把握しているのか。  

 

 こどもプラザに関しては、来館された時に、大人も子

どもも名前、住所、連絡先をすべて記入してもらってい

る。また、入口のサーマルカメラで検温もしている。１

日に利用時間を５回区切っているが、２回目の来館であ

ってもその都度記入してもらっている。  

 

 どれくらいの保管期間なのか。  

 

 今までの記録は全て保管している。  

 

 中学生対象の事業も計画されているが、体育祭や文化

祭などについても地域の方の来校は控えていただいてい

る状況なので、こどもプラザから学校へ来ていただく事

業は今年度も難しいかと思う。  

 

 学校からは離れてしまったが、ＮＰＯ法人みなみ会と

して子育て支援に携わっている。コロナ禍でもあるが、

小学生の来館が非常に少なくなった。普段部活がある中

学生の来館も少ない。高校生はテスト前になると大勢来

て勉強している。夏休み期間中は、市内各地で大学生や

元教員、高校生が宿題支援をしている。読書感想文の参

加は多いが、宿題支援の参加は少ない。報告にもあるよ

うに、こどもプラザでは多くの事業をしているので、も

っと多くの人に参加してほしいと思う。  

 

 今日も午前中、「みんなのつどい」に参加した。こど

もプラザは感染対策もしっかりしているので、事業に参

加するのも安心である。「ぴよぴよのつどい」にも参加
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委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

したかったが、緊急事態宣言発令中に子どもも大きくな

ったので、今は「ベビーのつどい」に楽しく参加してい

る。お母さん方から、１ヵ月に１回でも身体測定ができ

れば子どもの成長が見られるのでうれしいとよく聞く。

健診までの期間が長いので、その間に離乳食が始まった

り、卒乳になったりして、子どもの体重が気になること

が多い。身体測定ができる機会があれば、参加者ももっ

と増えるのではないかと思う。  

 おやこ交流教室では、今回初めて、「ドライブスルー

で会いましょう」に参加した。子どもは「どうして車の

中なの？」と不思議そうだったが、それも新鮮で面白い

企画だと思った。手作りのお土産もいただいて、子ども

はとても喜んでいた。  

 

 社会福祉協議会では、こどもプラザと共催で子育て支

援ボランティア講座を実施している。また、学校からの

要請に応じて、小学校４年生の児童を中心に車いすや手

話などを体験しながら、子どもたちとボランティアの方

をつなぐ事業も実施している。しかし、社会福祉協議会

は普段から高齢者の方と接することが多く、子どもとの

つながりは少ない。感染対策により、対面が難しいので

囲碁や将棋は使用できず、電気治療器は間隔を開けて使

用するといった状況である。緊急事態宣言発令等で施設

を利用していただけない時期もあり、建物があるのに利

用いただけないのは非常に寂しいことだと感じた。とな

りは児童遊園になっているので、本来なら小学生が夏休

みになるとよく遊びに来て、暑くなると中に涼みに来て

いたが、最近はグランドでは遊んでいても、中には入っ

て来なくなり寂しく感じている。このような状況である

ので、高齢者との関わりが多い事業の実施には特に慎重

になってしまう。各地区をまわっていた食事会も給食サ

ービスとして、ボランティアの方が作ってくださるお弁

当を配ることしかできていない。しかしこどもプラザで

は、このような状況の中でも何かできることはないか検

討し、新規の事業も組み込まれている姿勢に感心した。

社会福祉協議会としても、これからどう進めていけばよ

いのか、考えていきたいと思う。  
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委員長  

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 ＰＴＡの視点からもお聞きしたい。  

 

子育て中の保護者として、お話しさせてもらう。上の

子どもは小学生、下の子どもはこども園に通っている。

上の子どもの時はコロナ前だったので、参観日や生活発

表会など大勢の前で発表したり経験する場があったが、

下の子どもはすべての行事が縮小で、そのような場が少

なくなっている。昨年、みらいえで水鉄砲を作って遊ぶ

イベントがあり子どもと一緒に参加させてもらった。親

と一緒に体験することで子どもはとても喜び、子どもの

成長も見られたのでよかった。これからもぜひ、このよ

うな機会を作ってほしいと思う。  

 

 先程の身長、体重の話で、保健師と一緒に事業をする

ことはあるのか。  

 

 一緒にしている事業は、出産子育てセミナーである。

「ぴよぴよのつどい」では体重計も置いているので、体

重を測って記録したり、足型をとったりしながら、成長

記録ブックにその都度残している。また、こどもプラザ

には、体重計を置いているので、いつでも測ってもらえ

るが、しっかり周知できていなかった。お母さんも忙し

いので、子どもの成長記録や記念に残せるものなどをこ

どもプラザが協力できればと思う。  

 

 保健師が常駐しているわけではないのか。  

 

 離乳食などの相談がある時は、簡単な質問には職員が

答えているが、専門的なことになると保健師や管理栄養

士に連絡をとっている。保健師や管理栄養士から、お母

さんへ直接電話を入れてもらったり、聞いた話をこちら

から伝えしたりしながら連携をとっている 。  

 

 ０歳からしばらくの間は、保健の部分と医療の部分と

子育ての部分などいろいろな部分が重なってくる。子育

て支援の拠点になると、保健師や看護師など、保健衛生

の方が常駐していることがある。常駐が難しければ、定

期的に来ていただいたらどうか。身長体重を測る場所が
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委員長  

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

あって、そこに専門の方がいて話ができればいいのでは

ないかと思う。フィンランドのネウボラのような子育て

支援に三重県が力を入れているが、ここ数年は広島県も

力を入れている。県と市が一緒になり、そのような集う

場を設けているところが多くなっている。  

 もう一点、来館者の人数を増やすことは、どこの市町

村からも出てくる話である。しかし、今年ぐらいから少

し変わってきており、減っていくのは当たり前であるの

で、少なくなってきた利用者に対してどのような関わり

や支援ができるのかを考えていこうという動きが出てき

ている。前回の話にもあったように、来館者を限定した

ことによって、職員と来館者の関係が密にとれるように

なったことは良いことである。様々な制限がある中だか

らこそできること、捉え方によってはマイナスだが、角

度を変えればプラスに転じるということなので、この状

況の中でもプラスに転じられるよう考えていければと思

う。  

 

○議事終了  

 委員の皆様から、多くの貴重なご意見をいただいたの

で、今後の事業運営に反映していただきたいと思う。  

 

○その他  

 ワクチン接種が進んできている中ではあるが、新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止のため、事業の中止や見直

しをしていかなければならないことがあると思う。今後

も皆様からのご意見をいただきながら、こどもプラザが

市民の方にとって、より身近で安心して遊び、学び、つ

ながれる場所になるよう、前進していきたいと思う。  

 次回の委員会は２月を予定している。  

 議事録については、ホームページなどで公開予定であ

る。  

 

○閉会  

 

 

問合せ先  西脇市都市経営部茜が丘複合施設こどもプラザ  

 TEL 0795-25‐ 2800 ／  FAX 0795－ 25‐ 2220 

 


